
おかやま森づくり県民税を活用した事業 

使途の方向性：水源の
かん

涵養、県土保全などの森林の持つ公益的機能を高める森づくり 

 
事業担当課：農林水産部林政課（℡086-226-7453) 

 

 

 

 

 「伐って・使って・植えて・育てる」という林業サイクルを循環させ、森林の多面的機能を

持続的に発揮させるためには、主伐後の再造林などの森林整備を計画的に行う必要があります

が、再造林コストの負担等から主伐後に再造林を行わず、放置されている森林が増加していま

す。  

 このため、伐採業者と造林業者の連携による再造林コストの削減、森林経営計画の作成による

再造林への支援や森林由来のＪ－クレジットによる経営支援等を効果的に組み合わせ、森林所

有者の経営意欲の向上を図ることで、持続可能な森林経営の実現を目指します。 

 

 

 

 

１ 事業内容 

（１）林業サイクル推進コーディネート事業 （実施主体：県（委託）） 

一貫作業による再造林コストの削減を促進するため、素材生産業者や森林組合の連携

強化を図るとともに、森林所有者へ再造林の働きかけや長期受託契約に伴う森林経営計

画の策定に向けた取り組みを推進します。  

 

（２）森林Ｊ－クレジット創出支援事業  

森林所有者との長期受託契約に基づき、森林経営計画を策定した森林においてＪ－ク

レジットの創出を促進するため、クレジット登録・認証取得に必要な計画書作成等に要

する経費を支援します。 

また、Ｊ－クレジット制度の理解を深めるため、説明会等を実施します。  

 

２ 令和６年度 おかやま森づくり県民税充当額 

    ７，６００千円 

 

 

 

 

 

持続可能な森林経営強化支援事業 

目 的 

令和６年度事業概要 



森林資源の適正管理と循環利用のための再造林
・伐採後の再造林が適切に行われず、放置されている森林が増加
・伐採業者と造林者が連携して、効率的な伐採・再造林を行うことが重要
・森林所有者に対して、地域の森林施業のモデルを示しながら、再造林の働き掛けが必要
・伐採・再造林を進める上で重要となる森林経営計画は減少傾向にあり、計画拡大に向けた取組を進め、
Ｊークレジットなど新たな収入源を確保し、森林所有者の経営意欲の向上を図ることが必要

現状と課題

Ｊ－クレジット認証・発⾏⼿続き

計画的な伐採・再造林の推進
（天然林26.7万haを除く）

Ｊ－クレジットによる⺠間資⾦の活⽤
⇒今後の展開森林経営計画の作成促進

経営に適さない森林

市町村自らが管理

市
町
村

市町村、組合
(私有林を含む)策定面積9.6万ha

策定面積の拡大

県南企業等へ売却

↑県が創出経費
を支援

12.0万ha

6.1万ha

市町村有林 1.5万ha
県営林 0.5万ha、公社 2.5万ha
私有林 5.1万ha意

向
調
査
・
森
林
集
積

林業経営に適した森林

※12.0万ha、6.1万haは森林・林業ビジョンにおける推計値

持続可能な森林経営強化支援事業

林業サイクル推進コーディネート事業

クレジット売却⺠間資⾦

計画的な伐採･再造林の推進

連携

林業サイクル推進コーディネータ
（伐採業者と造林業者の連携促進）
（森林所有者への再造林の働き掛け）

森林所有者

連携働き掛け

森林からクレジットを創出

１ プロジェクトの登録

２ モニタリングの実施
計画書作成 審査 認証委員会 プロジェクト

登録
承認

報告書作成 検証 認証委員会 クレジット
認証・発行

承認

森林Ｊ−クレジット創出支援事業

伐採業者
（素材生産業者）

造林業者
（森林組合）

連携働き掛け

再造林・保育
経営計画
J-ｸﾚｼﾞｯﾄ役割分担・低コスト化

・再造林
・⻑期委託 働き掛け
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